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1. 背景 

本研究の最終目的は反強磁性体である CaFeOx(CFO)および LaFeO3(LFO) [1-2]を用いた[CFO/LFO]

人工超格子をパルスレーザー堆積(PLD)法を用いて作製し、電界印加によって磁性を制御できる巨

大電気磁気効果を発現させることである[3]。超格子界面が原子レベルで平坦であるならば、その界

面では電界印加によって超交換相互作用に基づいた強磁性的相関が形成される[4]。よって、超格子

の界面数と電界印加時に発生する磁化との間には関係性があると考えている。本報告では、ユニ

ット数 n 及びサイクル数 m を変化させた[(CFO)n/(LFO)n]m人工超格子における強磁性の発現の膜

厚及び界面数依存性について報告する。 

2. 結果・考察 

Figure 1に 10Kおよび 300Kにおける[(CFO)7/(LFO)7]14人工超格子の磁化曲線を示す。磁場はサ

ンプル表面に対し垂直な方向に印加した。どちらの温度においても CFO、LFOともに反強磁性体

であるにもかかわらずヒステリシスループが確認できた。また保磁力は 10Kでは 170[Oe]、300K

では 90[Oe]であった。人工超格子界面での超交換相互作用由来の磁性であると仮定し超格子界面

の Fe イオン一つあたりの飽和磁化を計算すると 10K では 0.26µB、300K では 0.22µBとなった。 

温度に対する飽和磁化曲線を示す飽和磁気曲線よりブリリュアン関数から見積もったキュリー温

度 Tc は 560K であった。詳細は当日報告する。 
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Figure 1 10Kおよび 300Kにおける磁化曲線 

[CFO/LFO]人工超格子へ磁場を面直方向に印加した 
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